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「赤坂迎賓館」
　皇居宮殿での歓迎晩餐会の答礼など、外交儀礼のための接宴として、天皇や皇族などが臨席し、
晩餐会が行なわれることもある。
日本の迎賓館は、東京都港区元赤坂の迎賓館（赤坂迎賓館）と、京都府京都市上京区の京都御
苑内に京都迎賓館があり、内閣府の施設等機関である。通常は非公開だが、接遇に支障のない
時期（通常は 8月）に、事前の申し込みにより、一般参観することができる。
 2016 年度からは観光振興のためユニークベニュー政策により、通年一般公開され、赤坂迎賓館
前庭は申し込み不要で無料だが、本館・主庭、和風別館はインターネット申し込みで有料、ネッ
ト申し込みできない者は正門前でも当日整理券で有料入館できる。
迎賓館の使用については、「迎賓館運営大綱について」、国・公賓の定義および接遇内容につい
ては、「国賓及び公賓の接遇について」などにより定められている。
これらの規定によれば、迎賓館での宿泊及び接遇を行うことができるのは外国の元首またはこ
れに準ずる者で、国賓として招請することを閣議決定した場合である。
2009 年（平成 21 年）12 月 8 日、旧東宮御所（迎賓館赤坂離宮）として国宝に指定、明治以降
の文化財としては初の国宝となった。
引用：https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%8E%E8%B3%93%E9%A4%A8　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平松　記） 　
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組合員・賛助会員名簿
【組合員名簿】 （50音順）

会　社　名 電話番号 会　社　名 電話番号

株式会社 アスコ大東 （06）6282-0310 株式会社 ダイヤコンサルタント 関西支社 （06）6339-9141

株式会社 アテック吉村 （072）422-7032 株式会社 タニガキ建工 （073）489-6200

株式会社 インテコ （0742）30-5655 株式会社 地圏総合コンサルタント 大阪支店 （06）6223-0955

株式会社 エイト日本技術開発 関西支社 （06）6397-3888 中央開発 株式会社 関西支社 （06）6386-3691

株式会社 オキコ コーポレーション （06）6881-1788 中央復建コンサルタンツ 株式会社 （06）6160-1121

応用地質 株式会社 関西支社 （06）6885-6357 株式会社 東京ソイルリサーチ 関西支店 （06）6384-5321

川崎地質 株式会社 西日本支社 （06）7175-7700 株式会社 東建ジオテック 大阪支店 （072）265-2651

株式会社 関西土木技術センター （075）641-3015 東邦地水 株式会社 大阪支社 （06）6353-7900

株式会社 関西地質調査事務所 （072）279-6770 土質コンサル 株式会社 大阪事務所 （072）634-6373

株式会社 基礎建設コンサルタント 大阪営業所 （088）642-5330 株式会社 中堀ソイルコーナー （06）6384-9069

基礎地盤コンサルタンツ 株式会社 関西支社 （06）4861-7000 株式会社 日さく 大阪支店 （06）6318-0360

キタイ設計 株式会社 （0748）46-2336 株式会社 日建設計シビル （06）6229-6372

株式会社 キンキ地質センター （075）611-5281 日本基礎技術 株式会社 関西支店 （06）6351-0562

株式会社 建設技術研究所 大阪本社 （06）6206-5700 日本物理探鑛 株式会社 関西支店 （06）6777-3517

興亜開発 株式会社 関西支店 （072）250-3451 株式会社 阪神コンサルタンツ （0742）36-0211

株式会社 神戸調査設計 （078）975-3385 阪神測建 株式会社 （078）360-8481

株式会社 興陽ボーリング （06）6932-1590 復建調査設計 株式会社 大阪支社 （06）6392-7200

国際航業 株式会社 関西技術所 （06）6487-1111 双葉建設 株式会社 （0748）86-2616

株式会社 国土地建 （0748）63-0680 報国エンジニアリング 株式会社 （06）6336-0228

サンコーコンサルタント 株式会社 大阪支店 （06）6121-5011 株式会社 メーサイ （06）6190-3371

有限会社 ジオ・ロジック （072）429-2623 明治コンサルタント 株式会社 大阪支店 （072）751-1659

株式会社 白浜試錐 （0739）42-4728 株式会社 ヨコタテック （06）6877-2666

株式会社 ソイルシステム （06）6976-7788

【賛助会員名簿】

会 社 名 電話番号 会 社 名 電話番号

株式会社 アーステック東洋 （075）575-2233 株式会社 綜合技術コンサルタント （075）312-0653

株式会社 池田地質 （06）6797-2280 株式会社 ソルブレイン （06）6981-3330

株式会社 創研技術 （088）652-0077 株式会社 兵庫コンサルタント （0799）28-1074
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　この度、関西地盤環境研究センターの組合員に新規加入をさせていただくこととなりま

した「キタイ設計株式会社」です。

　私たちの会社について、少し紹介します。1951 年（昭和 26 年）、琵琶湖にほど近い滋賀

県蒲生郡安土町（合併前）に当社の前身である「北居測量設計事務所」が誕生しました。

そして、戦後復興と食糧増産のさなか、琵琶湖の内湖の一つである大中之湖の干拓事業を

はじめとした土地改良事業を中心に、農業農村地域の発展に貢献するという社会的使命を

果たすことで地域に認められ、育てられてきました。とりわけ、「生産・生活用水の確保」

「洪水防止」「環境保全」と密接に関連する農業土木の設計に携わることが土木・建築のノ

ウハウの蓄積につながり、今日の会社の基盤となりました。地質に関しては、社業の中で

は平成 10 年から発足した新しい部門でありますが、そこからセンターとのお付き合いが

始まりました。

　会社は、滋賀県近江八幡市安土町に所在します。2010 年に市町村合併により現在は近江

八幡市となりました。安土は、1576 年に織田信長が岐阜から移って安土城を築き、天下統

一の拠点とした町です。近在商人を集め、楽市・楽座として一切の公事・座役を免除し、

市街を整備して近世城下町の原型をつくったと言われています。現在は、干拓による田畑

が広がる長閑な農村地域となっており、安土山も石垣を残すだけですが、幻の安土城に思

いを馳せて多くの観光客が訪れています。天守閣は近くの博物館である「信長の館」に、

再現して展示されています。

　最後に、微力ながら今後は関西地盤環境研究センターの発展に貢献できればと考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。

キタイ設計株式会社
岩瀬　信行

組合員新規加入にあたって

現在の安土山 信長の館　天守閣

安土城跡

　新年あけましておめでとうございます。旧年中は大変お世話になりました。本年もどう

ぞよろしくお願い申し上げます。

　昨年話題になったことは、トランプ大統領、大手企業の品質偽装、ミサイル問題、藤井

四段、豊洲問題、九州豪雨など話題に事欠くことはありませんでした。ひと回り前の戌年

の話題では、スマトラ沖地震による大津波で死者 30 万人、北朝鮮から拉致被害者帰国、

日本では新潟県中越地震、鳥インフルエンザなどが起こった事が思い出されます。

　昨年のセンターに関する話題としては、寺西理事長による新体制のスタートおよび 4 社

の新規加入により組合員数が 46 社となったことです。組合員の増加は近年の組合活動に

対する評価の表れとも感じていますが、これに甘んじることなく職員一同身を引き締しめ

て、皆様の期待に応えていく所存です。

　年が改まっても変わるものではありませんが、前号で松川センター長がセンターの使命

である「組合員に、業界に、社会に、なくてはならない存在になる」の決意を述べました、

その実現化をサポートしていきます。一例として、土質試験結果の品質確保、土質試験業

の継続、センターが生き残ることの三つの目的を達成していくことが肝要です。

「土質試験結果の品質確保」

　センターは約 10 年前より自らの試験結果の品質維持・向上を目的とし、日本適合性認

定協会（JAB）や地盤工学会主催の土質試験の技能試験（土質試験の健康診断）に積極的

に参加しています。その結果は常に良好で、いわば健康な状態にあります。

　この健康体を維持できるよう、試験機の定期的な更新、センサー類の定期校正、さらに

試験実施者である職員の技術維持と向上のための研修を続けて行きます。その一環として、

学・協会の発表会などに投稿・発表を行い、その成果報告をセンターニュース等でお知ら

せいたします。最近では、第 52 回地盤工学研究発表会（2017 年 7 月）でセンター職員が

優秀発表者賞を授賞しました。

「土質試験業の継続」

　オックスフォード大学オズボーン氏「雇用の未来・・・」の中で AI の発達により「消

える職業・なくなる仕事」に、「検査、分類、見本採取、測定を行う作業員」という項目

があります。現在、センターの行っている業務がまさに当てはまると考えられます。

　今後、JIS や地盤工学会基準が時代の流れに沿って試験方法の変更が予想されますが、

自然地盤には二つと全く同じものはなく、結果の解釈等は土質試験管理者が行います。土

専務理事　中山　義久

年頭のご挨拶
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質試験コンサルタント育成、試験技術の伝承のために、次世代を担う若者を逐次採用し、

繋いでいく必要があります。

「センターが生き残ること」

　関西地区の土質試験の要として、そしてセンターが存在すること自体が使命であること

を自覚し、組合員をはじめとする顧客の皆様が安心して依頼でき、かつその成果に満足が

得られること。すなわち、納得のいく成果（品質・納期・価格）と土質試験コンサルタント（試

験の提案と結果の解釈・コメント）の両立を確かにする。

　以上が夢とならないよう、そして皆様とセンターが共存できるワンだふるな戌年となり

ますよう運営していきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。
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　11 月 27 日、第 38 期臨時総会を大阪キャッスルホテルにて開催致しました。
　荒木理事が開会を宣し、次に寺西理事長が挨拶を行いました。その後、議長に窪田副理
事長が指名され、議事は滞りなく進められ終了致しました。
　臨時総会に引き続き、講師として大阪工業大学工学部准教授の日置 和昭様をお迎えして、

「奈良県南部地方の豪雨時深層崩壊危険度予測・監視」というテーマで、2011 年紀伊半島
豪雨による、奈良県南部地域で発生した浸水崩壊の事例等について約 40 分にわたりご講
演を頂きました。
　懇親会では、大阪府中小企業団体中央会の今西氏の挨拶のあと、一般社団法人関西地質
調査業協会 小宮理事長の乾杯のご発声で和やかに始まり、熱い歓談が行われ、盛会の内に
終了致しました。

第38期臨時総会開催報告

森　辰義

日置先生の講演

寺西理事長の挨拶 総会会場の様子

関西協会 小宮理事長の挨拶
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　11 月 7 日にセンター 3F 会議室で教育・技術委員会主催行事として、センター職員を対
象にミニ講習会を開催しました。今回は教育・技術委員会の委員 2 名とセンター職員 2 名
による、調査現場や室内試験での過去の「失敗事例」やセンターの過去の試験データから、
盛土材料の三軸試験結果の傾向や密度と圧縮強さの関係について、事例発表がありました。
　「失敗事例」では、鏡原委員が斜面崩壊した現場で採取した試料の粒径が一面せん断試
験の規格に合わず、仕方なく粒度調整して試験をしたが、試験結果に苦労した話を発表さ
れました。
　「失敗を経験に変える」では吉田委員が物理・岩石の密度試験や三軸圧縮試験の供試体
作成の礫補正での過去の失敗談や、三軸圧縮試験の強度定数算出方法の種類について発表
されました。
　「礫分粒度調整の違いによる強度変化」では三好職員が三軸圧縮試験において、ρ dmax
× 90% 条件で原粒度（最大粒径 37.5mm、供試体径φ 150mm）と先頭粒度調整（最大粒径
9.5mm、供試体径φ 50mm）と礫分補間粒度調整（最大粒径 9.5mm、供試体径φ 50mm）
による三軸試験結果の違いについて発表しました。
　「盛土材料の供試体密度と三軸圧縮強さの関係（その 2）」では服部職員がセンターで実
施した三軸圧縮試験（CD）を対象構造物や対象材料土の割合を出し、80 ～ 95% の各締固
め度での乾燥密度、間隙比、礫含有量と内部摩擦角φ d（°）の関係性と傾向を発表しました。
　各発表後の質疑応答では、発表者からの質問がありセンター職員が答えるなど、いつも
と違う展開もあり新鮮でした。

　委員の方の発表された失敗談は実際にセンターでも起こりうる事であり、勉強になりま
した。土質試験を仕事にしている者として、安心して成果品を届けられる試験者でありた
いと思います。

ミニ講習会に参加して

　梅本　学

講演者：㈱ダイヤコンサルタント　鏡原　聖史 講演者：応用地質㈱　吉田　敬
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 　（公社）地盤工学会関西支部、地下水地盤環境に関する研究協議会主催による『Kansai 

Geo-Symposium 2017―地下水地盤環境・防災・計測技術に関するシンポジウム―』が 11

月 2 日に関西大学 100 周年記念会館を会場に開催され、出展参加しました。

　計測技術に関する企業展示が多い中、土質試験屋である当センターを異質に感じつつも、

出展展示と合わせて出展企業 PR という企画にもエントリーしてプレゼンも行いました。

　出展企業 PR は持ち時間３分でしたが、大会場の壇上でのプレゼンでした。事前に聞い

ていた話（軽い感じで大丈夫ですよ）とは、えらい違うなぁ…（いい意味で）と思いました。

プレゼンをして感じたことは、計測に関する新技術を各企業の皆様が紹介されていました

が、センターでは新技術の研究や導入が図れてないと感じました。

　センターでも、日頃何気なく実施している業務に【新しい技術＝新しい試験機の開発と

運用】を目指して、新技術を導入し効率化と精度向上のために、チャレンジしていくこと

が重要であると感じました。

　こういった活動の場で、地盤工学会関西支部にも貢献し、センターをアピールすること

が出来たことは、非常に有意義な機会となりました。

関西ジオシンポジウムに参加して

　橋本　篤

センターの展示

展示会場の様子

企業 PR の様子
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　12 月 1 日、標記講演会を関西地質調査業協会・日本応用地質学会関西支部・関西地盤環

境研究センター 3 団体の共催で天満研修センターにて開催しました。

地盤に関わるトピックスということで受講者数は 60 名強あり、発注者側からも多数の参

加がありました。

（１）「地盤調査・計測の温故知新（事例をもとに）」：本田周二氏（地盤基礎コンサルティ

ングオフィス代表）

　講演の内容は臨海埋立地の超高層建築・埋立地の大深度沈下計測・高盛土の排水実験・

メタンガストラブル・Ｎ値と室内試験の狭間の 5 つの事例紹介であった。これらの事例は

講師が関わり、トラブルとなったもので、トラブルには必ず原因があり、徹底的に原理原

則と突き合わし追及し、起こるべくして起こったことを発注者に理解してもらうという究

極の技術者の技でした。

　本田氏は最後に「人事を尽くして、天命を迎えに行けば、心配するな、何とかなる！ 後

は人間万事塞翁が馬」と締めくくられ、まさに「プロフェッショナル」を痛感した次第です。

アンケートにも、同様な感想・コメントが多々あったことは言うまでもありません。

（２）「アンカー工の維持管理について」：常川善弘氏（株式会社相愛）※講演者変更あり

　グランドアンカー工の維持管理について、最新情報の「アンカーの現状と課題」～「効

果的なアンカーのり面の維持管理の取り組み」について講演された。とくに「健全性調査」

は現在の調査方法に始まり、門外漢の者としてはアンカー緊張力の変化を経時的に確認し

ていく方法が大変興味深かったです。急きょ講演されたとのことでしたが、一流の専門家

の話はやはり興味深く引き込まれるものが有りました。

平成29年度技術講演会開催報告
「地盤調査に関わる最新トピックス」

専務理事　中山　義久

束原技術委員長（関西協会）開会挨拶 本田周二講師の講演
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（３）「土と基礎に心をよせて 60年」：福井實氏（元大手前大学教授）

　60 年という長きにわたり建築基礎の調査・設計に精通されたとのこともあり、どこから

説明すれば聞く側が理解できるかを知り尽くしておられる講演でした。

　主に建築基礎、杭基礎に重点を置かれていましたが、特筆はご自身で作製された杭の模

型を用い、ネガティブフリクション低減の原理を説明されたことです。あまり杭の知識が

なくとも容易にその状況と対策法が容易にイメージできたのは、福井先生の 60 年という

豊富な経験と神技的な領域に達していることにあります。アンケートのコメントでも、こ

のような内容ならもっと講演時間を増やして欲しかったとの意見が多数ありました。

　年末の慌ただしい時期ではありましたが、多数の方々のご参加を得ることができ、満足

できたとの声を頂き、盛会裏に終了致しました。

常川善弘講師の講演の様子 福井實講師と杭の模型

寺西理事長（センター）の閉会挨拶



　明けましておめでとうございます。本年も当センターをよろしくお願い申し上げます。

　今回のお正月休みはとっても短く残念な休みでしたが、皆様にとっては有意義に過ごせまし

たでしょうか？

　寝正月・海外での正月休みなど色々と楽しく過ごせましたか。これからは、日本を出国する

のにも出国税 1000 円を徴収するなどのニュースがありますが、どこまで税金回収に必死！と

思いながら、ハワイなどの旅行者が多く来る場所は、観光客に多めに税金を支払ってもらって

いるところもあり、日本もそうすればいいのに・・と感じました。

　年が明けて、心機一転の季節ですね。今年というより日本では 4 月からが心機一転の方も多

そうですが、私は2月4日からが心機一転の季節です。忙しくなるのでその間に沸々としながら、

色々とやりたいことを思い描きながら、忙しい時期を耐えております。

　皆様にとっても今年一年が素敵で笑顔あふれる年でありますように・・。

（稲田　記）

編集後記
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「赤坂迎賓館」
　皇居宮殿での歓迎晩餐会の答礼など、外交儀礼のための接宴として、天皇や皇族などが臨席し、
晩餐会が行なわれることもある。
日本の迎賓館は、東京都港区元赤坂の迎賓館（赤坂迎賓館）と、京都府京都市上京区の京都御
苑内に京都迎賓館があり、内閣府の施設等機関である。通常は非公開だが、接遇に支障のない
時期（通常は 8月）に、事前の申し込みにより、一般参観することができる。
 2016 年度からは観光振興のためユニークベニュー政策により、通年一般公開され、赤坂迎賓館
前庭は申し込み不要で無料だが、本館・主庭、和風別館はインターネット申し込みで有料、ネッ
ト申し込みできない者は正門前でも当日整理券で有料入館できる。
迎賓館の使用については、「迎賓館運営大綱について」、国・公賓の定義および接遇内容につい
ては、「国賓及び公賓の接遇について」などにより定められている。
これらの規定によれば、迎賓館での宿泊及び接遇を行うことができるのは外国の元首またはこ
れに準ずる者で、国賓として招請することを閣議決定した場合である。
2009 年（平成 21 年）12 月 8 日、旧東宮御所（迎賓館赤坂離宮）として国宝に指定、明治以降
の文化財としては初の国宝となった。
引用：https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%8E%E8%B3%93%E9%A4%A8　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平松　記） 　
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